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〈要 約〉

平成5年 度 ・教育研究員生活部会 は,「一人一人の児童が思いや願いを実現で きる支援

の在 り方」を研究主題にかかげ,授 業研究を中心 と して研究を進めて きた。

研究を進 めるに当たって は,「 目指す児童像」を明 らかに し,児 童の思いや願いの把握

に努めるとともに,支 援分類表を もとに支援準備表を作 り,一 人一人に即 した支援の在 り

方にっいて検討 した。
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1研 究 主 題

一人一人の児童が思 いや願いを実現で きる支援の在 り方

1研 究主 題設 定の理 由

これか らの教育では,社 会の変化に主体的に対応 して生 きてい くことができる資質の育成

が求あ られている。学習とは,本 来,児 童一人一人のためにあ る。児童一一一人一人の思いや願

いがかなえ られ,成 就感や満足感をともなって こそ,そ の学習が生 きるのであ る。 これか ら

の学習指導は,児 童が 自らの課題を もって,主 体的 ・意欲的に活動す る過程 において,考 え

たり,判 断 したり,試 したり,表 現 した りして,自 己実現を図 ることがで きるようにす るこ

とを基本に して展開されることが大切である。

生活科において も,児 童の もつ思 いや願 いに基づいた学習活動が展開 されるようにす るこ

とが必要であ る、生活科は,具 体的な活動や体験を通 して 自立への基礎を養 う教科である。

いわは,あ れ これの知識を数多 く覚え るのではな く,直 接体験を重視 した学習活動を展開 し,

学ぶ ことの楽 しさや成就感を体得 し,そ れを次の学習や自分 自身の生活に生かそ うとする態

度や意欲の育成を目指す ところにそのね らいがあ る。

現在の児童の実態にっ いては,「 や って もらい過 ぎるために 自立 しに くい。」「受け身の場

が多 く,自 分か らr～ したい』と思 うことが少ない。]な どの問題点が指摘 されて いる。

しか し,児 童は,本 来,意 欲的で,「 よ くな ろう,よ くなりたい。」と願 って いるし,「～

したい」という思 いや願いをもっているものである。 そ して,自 分の もつ思いや願 いの実現

に向か って意欲的 に取 り組み,実 現す ることによって,児 童 は成就感や満足感を実感する。

その ことが,次 の活動への意欲 とな り,そ の積み重ねが 自己実現へ とっなが ってい くのであ

る。

そこで,ま ず,本 研究で 目指 す児童像を次のよ うに考えた。

① 自分なりの思 いや願 いの もてる児童

② 自分の思 いや願 いの実現へ向けて意欲的に活動する児童

⑧ 友達の思いや願 いも大切 に し,助 け合える児童

④ 自分の思いや願 いを発展させて いくことので きる児童

また,教 師の支援の在 り方 につ いて も認識が不十分なため,ま った くの放任にな って しまっ

たり,今 までとかわ らない教師中心の指導になったり して しまいが ちな実態 もある。
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そこで,生 活科の授業に当たって は,一 人…人の児童が身近な 自然や社会に興味 ・関心を

もてるよう学習環境 を整え,そ れにかかわ った時 に もつ 「や ってみたい 」「で きるよ うにな

りたい」とい う児童の思いや願 いを実現で きるように,授 業前 ・授 業巾 ・授業後を通 して支

援 してい くことが重要であ ると考えた。 また,そ のように環境を整え ることも支援の一・っ と

とらえた。

そ して,教 師 は児童の思いや願いを的確に把握 し,活 動の状況をとらえなが ら一 人一人に

即 した適切な支援を行 うことが大切であ り,こ れ らの ことを積み重ね ることによ って,児 童

は思 いや願いの実現へ向けて主体的 に活動で きるようになると考えた。

上記のような考えに基づいて,研 究主題を 「 ・人…人の児童が思いや願いを実現で きる支

援の在 り方 」とし,授 業中だけでな く環境の構成 ・活動計画なども含めた一人一人に即 した

支援の在 り方にっいて研究を進めて いくことに した。

2研 究 主 題 に つ い て の 基 本 的 な 考 え方

一人 一人 の児童 が

児童 は,一 人一 人違 ったよ さを もち,考 え方 も違 って い る,,そ して,社 会(人 々,物)や

自然 にか か われ ば,違 った感 じ方 を した り違 った 見方 を した りす 惹,「 一人 一一・人の 児 童が1

とは この よ うに児童 それぞ れが 主体 的 に社 会 や 自然 に働 きか けて い る姿 と と らえ る、、

思いや願 いを

児童は,身 近な社会や自然とかかわ る場面で 「不思議 だな」「楽 しそ うだな」「お もしろそ

うだな」とい う興味や関心を もっ。それが 「わた しは～ を したい」1わ た しは～を調べ たい」

とい うよ うに,自 分の課題 として児童の心の中に方向付 け られた時に,興 味や関心が 「思い

や願 い」に高まったととらえる。

また,そ う した思いや願いは,児 童の言葉や表情 ・態度 にも十分に表れている。

実現できる

児童が もっている 「思 いや願 い」を実現するために活動する ことは児童に とって楽 しいこ

とであ り,意 欲的に取 り組む ことがで きる。 そのような時 は,児 童が 自分の もっ能 力を発揮

す る時で もある。 そ して,「 思 いや願 い」が実現 した時,児 童 は満足感や成就感を味わ うこ

とがで き,ま た新たな 「思いや願い」が生 まれ ることが期待で きる。

児童が 「思 いや願 いを実現で きる」かどうか は教師が児童をどのように理解 し,ど のよう
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に支援 して い くか,と い う教 師の 姿勢 にかか わ って くる。

支 援 の在 り方

一 人一 人の 児童 が ,自 分の 思 いや願 いを もって 実現 に向 けて活 動 す る過程 で,そ の よ さや

可 能性 を十 分生 か して い け るよ うに,教 師 が 支え 助 け る行 動 を 「支 援 」 とい う。 「支援 」 に

は,「 見守 る」 「認 め る」 「促す 」 「整え る 」な どが 考え られ る。 一 人 一人 の児 童理 解 に努 め,

これ らの 「支援 」 を一 人一 人 の児童 に応 じて具 体 的 に行 うこ とを 「支援 の 在 り方 」 と と らえ

た。

生活科の目標と本研究との関連図

自 立 へ の 基 石楚

曾

o自 分 と身近な社会や自然との

かかわりに関心をもつ。

o自 分自身や自分の生活に

ついて考える。

灘鋼

4
具 休 的 な 活 動 や 体 験

思いや願いを実現する過程

児童の

思いや願い

①自分なりの思いや願いの

もてる児童

Z

思いや願いの

実現

②自分の思いや願いの実現へ ④自分の思いや願いを

向けて意欲的に活動する児童 発展させていくことの

③友達の思いや願いも できる児童

こし　 るツ7
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H本 研究で目指す児童像

「思いや願 いを もっ」「活動す る」「友達 とかかわ る」「発展 させてい く」の4っ の観点か

ら,本 研究で目指す児童像を次のように設定 した。

① 自分な りの思いや願 いの もてる児童

自分の思 いや願 いが実現す るということは,と て も満たされた状態である。ぼんや りと

した思 いや願いが次第に明確になって い く場合 もあれば,始 めか ら強 く明確な思いや願 い

を もっ場合 もある。 自分の思いや願いが もて,そ れが明確 になれば,そ の実現へ向けて,

意欲的 に活動で きる。身近 な社会や自然 といった環境や,そ れ らと触れ合 った活動の中か

ら,「ぼ くもやってみたいな。」「わた しは,こ うやりたいな。」と,ま ず 自分の思いや願 い

の もて る児童であってほ しい。

② 自分の思 いや願いの実現へ向けて意欲的 に活動す る児童

自分 の思 いや願 い を実現 す るた め に はど うす れ ば いいの か,実 現 へ 向 けて努 力す る過 程

を 大切 に して い きた い。 自 ら考 え,試 行錯 誤 して い く中で,と きに は挫折 を しなが らも,

「楽 しい な。」 「こうや る と うま くい くな。」 「が ん ば ろ う。 」 と,思 いや願 いの 実現 へ 向 け

て意 欲 的 に活動 す る児 童で あ って ほ しい。

③ 友達の思 いや願い も大切に し,助 け合え る児童

友 達 とよ いかか わ りを もて るとい うこと は,児 童 の 身近 な 社会 の中 で とて も重要 な こと

で あ る。 低 学年 の 児童 で あ るか ら,自 分の 思 いや願 いを実現 して い くこと に夢 中 に はな る

が,そ の 中で 次 第 に周 りに も目を 向 け,「 い っ し ょに や ろ う よ。」 「こ うや る と うま くい く

よ。」 「じょ うず だ ね。」 と,お 互 い に助 け,認 め 合 え る児 童 で あ って ほ しい。 そ して友 達

を認 め て い く中で,自 分の よ さに も気付 いて い って ほ しい。

④ 自分の思いや願いを発展 させてい くことので きる児童

自分 の思 い や願 いへ 向 けて努 力 し,そ れ が実現 した と き,そ の先 へ 「こん ど はあれが し

た いな。」 「これ が で きたの だか ら,き っと こん な こと もで きるな。」 「次 は こん なふ うに し

てみ よ うか な。」 「またや って み た い な。」 と,思 いや願 いを 次へ,他 方へ,と 発展 させ,

広 げて い くことので きる児童 で あ って ほ しい。
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景背の究研

研究の全体構想

自己実現を口指す ことが望まれて いる。
・児童が本来 もってい るよさや可能性を引 き
'f'
4-1すたあに,教 師は児童の側にたった支援

を してい く必 要があ る。
・生活科における支援 の在 り方を明確にする

必要がある。
・支援 について具体的な視点 ・方法等の実践

的研究の債み上げが望 まれている。

・新 しい学 力観 にお い て は、児 童が 学習 の 主

体 者で あ り, 一人 一人が 思 いや願 いを もっ

て,
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一 一 目指す児童像 一一一一 一

・自分な りの思 ・自分の思いや願 い ・友達 の思いや願

いや願 いの も の実現 に向けて意 いも大 切に し助

てる児童 欲的に活動す る児 け合え る児童

童

正

研究主題

「
1

霧姻
・人 一人の児童が思 いや願 いを実現で きる支援の在 り方 ]

一一一 研 究 のね らい

児童 の思 いや願 いを と らえ,

_一_L
それを実現 してい くための教師の支援 の在 り方を追究す る。

研究仮設 L
児童の思 いや願 いを教師が把握 し,活 動の状況を とらえなが ら,一一・人一人に即 した支援

を していけば児童の思 いや願 いは実現で きるであろ う。

一 一一 一 研 究 の内容 ・方 法

1.思 いや願 いの 把握

[

・児童の思いや願いを具体的な活動の中か ら見取 る。(授 業実践を通 して)
2.'人 一人に即 した支援の研究

q>支 援分類表 を作 る(先 行研究や文献の分析を通 して)

(2)授 業実践

① 支援準備表の作成(支 援分類表に準 じて)

② 個に対す る支援一 覧表の作成

③ 活動案(活 動計画,展 開など)の 工夫

④ 授業記録の工夫

(3)授 業の分析 と考察
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N研 究の内容 ・方法

1思 いや願 いの把 握

生活科の活動を展開 してい く上で,そ の根底 となるものが児童理解である。児童一人一人

の性格や特長,思 いや願 いといった児童の内面をつかみ,理 解 して いくことが最 も大切であ

る。そのためには,児 童一一一人一人の 日常の行動や言動,表 現 された作品など目に見える もの

を手掛か りに して児童の内面に迫 るよ うにす る。

○ 児童の性格や特長をっかむ

生活科の活動中は もちろん,日 常的な活動の中か ら一人一人の児童のよさや行動の傾向,

考え方などをっかみ記録する。

0カ ー ドや質問紙か らっかむ

活動前あ るいは活動中に児童が直接書 いた ものによ って児童の思 いや願いをつかむ。

○ 活動 の様子か ら見取る

活動中の児童のっぶやきや表情,活 動の意欲や態度などを見逃 さず,そ の奥に潜む児童

の思 いや願いをっかみ記録する。

○ 児童 と一緒に活動 してっかむ

児童 とと もに活動す る中で,児 童 に話 しかけた り,児 童の話を聞いた りしなが ら,児 童

の思いや願 いをっかむ。

0児 童の作品か ら見取 る

児童が直接表現 した作文,絵 や作品,児 童の発表などか ら,児 童の思いや願 いをっかみ

記録す る。

以上の ような方法により,一 人一人の児童の記録を整理 し,一 覧表に して活動中の支援に

生かすよ うにす る。例は19ペ ージ(2)②を参照。

2一 人一 人 に即 した支援 の研 究

(1)支 援分類表を作 る

本研究で設定 した4っ の目指す児童像を縦軸に,支 援を横軸においた表枠を作り,先 行

研究や文献の中か ら支援 と考え られ るものを洗いだ してあてはめ,支 援分類表を作成 した。

ここで は,支 援 を児童 に直接働 きかけるものだけでな く,物 や人,時 間,場 などの環境

の構成 も含めて考 え,児 童に対する支援(個 に対す る支援,全 体に対する支援)と 環境の

構成に分 けて分類 した。



支 圭i蔓分 業頁表

児 童 に 対 す る支 援
環 境 の 構 成

贈篠 個 全体 (物、人、時間、場など)

も 自 o認 める o共 に活動する o身 近な環境からの教材の

て思分 o共 に活動する o発 表し合 う場を設ける 構成
るいな o促 す o今 までの経験を想起する o資 料の用意(提 供)

児や り o見 守る 場を設ける o道 具の提供

童願の
い

の

的 自 o賞 賛する o認 める o活 動しやすい場の設定

に実分 o共 感する o発 表の場を設ける 〇十分な活動時間の確保

活現の o認 める o見 通 しをもてるようにす o安 全への配慮

動に思 o共 に行動する る o材 料、用具の準備

す向い o教 える(安 全面等) o児 童の活動を紹介する o保 護者への協力の依頼

るけや o励 ます o活 動に応 じたグループ分

児て願 o相 談にのる け

童意い o見 守る

欲の

助 友 o促 す o促 す o児 童の作品の掲示

け願達 o賞 賛する o賞 賛する (情報の提供)

合いの o見 守る o励 ます o活 動に応じたグループ分
えも思 け
る大い o(友 達 と)か かわ りが も

児切や てる場の設定
童に

し

こ 自 o賞 賛する o発 表の場を設ける o活 動 しやすい場の設定
と発分 o認 める o情 報を提供する o材 料、用具の準備

の展の o見 守る o活 動を振 り返る場を設け o資 料の提供
でさ思 る o児 童の作品の掲示

きせい (情報の提供)
るてや

児い願

童くい

を
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支 援 分 類 表 の 具 体 化

児目 児 重`こ 虫寸Fづ…v.プ 支 誹畏 環 境 の 構 成
重指

像す イIJ 全 イ本 (物 ・人 ・時間 ・場 な ど)

・促 す 「00君 の は、 お も しろ そ うだ よ」 ・(前 活 動 で 〉次 の活 動 に 期 待 を もて る よ ・身近な環境からの教材の

自 「～ で は、 ど うか な 」 うに する 構成
分 。相 談 に の るrど ん な こと が したい の 」 ・発問9る(気 付 くよ うに す る) ・生活の中からの取り上げ

な 「～ と い う こと か な」 1ど ん な あ そ びが した い?」 ・雰囲 気 作 り

り ・気 付 くよ う にす る 1ど ん な と き に夏 を感 じる?」 (掲 示 ・環 境)
の 「○ ○君 、 汗 び っ し ょ りだ よ(夏 の様 子)1 ・き っか け作 り を工 夫 す る ・道 具 の 提供

思 ・共 に 活動 す る r雨 の 日 に外 で 遊 ん でみ よ う」 ・資 料 の 提供

い ・励 ま す 「楽 しそ う だね 」 ・今 まで の活 動 を想 起 でき る よ うに す る
(図 鑑 ・写 真 等)

や ・賞 賛 す る 「い い考 え だ ね 」 1ど ん な遊 び を した こと があ る?」 ・児童の作品の掲示

願 ・認 め る 「～ が した いん だ ね 」 「一年 の とき 、 どん な こ と した?」 ・保護者への協力の依頼

い ・見守 る ・発 表 し合 う場 を設 け る

の 「OOさ んが 、 こ ん な こ とを した

も いそ うで'す.」

て ・道 具 な ど を用 意す る よ う促 す

る ・共 に 活 動 す る

児 ・思 い や願 い を表現 す る場 を 設 け る

童 (OOカ ー ト)
・慰 い や願 い を把握 す る

自 ・促 す 「どん な お団 子 を作 るの か教 え て」 ・思 い や願 いを 受 け とめ る ・活動しやすい場の設定

む分 ・相 談 に の る 「～ した か っ たん じゃ ない の?」 ・見 通 しを もて る よ うに9る ・十分な活動時間の確保

け の 「ど う したの 」 「どん な もの が で き そ う かな 」 ・安 全 へ の配 慮

て思 ・教 え る 「こ うい うつ な ぎ方 もあ る よ」 「発 表 の時 間 は ～ 位 で づ1 (道 具 ・使 い 方等)

意い 「こ う や ると危 な くな い よ 」(安 全 面) ・児 董 の活 動 ・作 品 を紹 介 つ る ・材 料 ・用具 の 準 備

欲や ・共に 活 動 す る 1-'し て い る 人 も い ま ず 」 ・保護者への協力の依頼

的願 ・共感 す る 「お も しろ いねj「 お い しい ね 」 lOOさ ん は 、 こん な こ と『してい る よ」 ・活 動 に かか わ る 人へ の 協

に い 「そ うだ ね、 ど う っ て ぐち ゃ ぐ.ちゃだね 」 ・発 表 ・Ppし 合 いの 場 を 設 け る 力の依頼
活の ・励 ます 「頑張 って 作 っ てね 」 ・情 報 を提 供 する

(店 の 人 ・主 事 さん 等)
動実 ・賞 賛 す る 「ずごい こ とが わ か ったね 」 ・力 ・ト を 用 意 引 る ・雰 囲 気作 り

す現 「よ くで き たね1 ・認 め る ・活 動 に応 じた グ ルー プ分

る へ ・認 め る 「す こ いの が で きた ねJ け

児 (思 い ・考 え を聞 い て)1ぞ う なの 、,いい ね1

童 ・見 守 る

友 ・促 す 「一緒 にや ってみ た ら?」 ・lh噂1力 を 合 わt」r頑 張 ろ7kdl ・活動 に応 じた グル ー プ分

大達 「教 え てあ げ た ら?」 r友 達 に教 え て『あ げ よ う1 け(協 力 で き る よ うな)

切の 「一緒 に作 戦考 え て み た ら?1 ・友達 のLIJい や願 い を知 らLる 場 を設 け る ・雰 囲気 作 り

に思 ・気 付 くよ う にす る 「OO君 .困 って る よ 」 ・賞 賛 し、気 付 くよ う に す『る ・児童の作品の掲示

しい ・他の児童の様子を知らせる 1・Vグ ル ー プ は 、 力 を 合 わL}て い る よ 」 〈精報の提供)
助 や 「OO君 が知 っ てる よ 」 1'OOさ ん は 、 教 え て あ げ'Cい る よ 」 ・材料 ・用 具 の準 備

け願 「OO君 は こん な遊 び を し てい たよ 」 ・友達 の 頑張 り(よ さ)を 知 らせ る

合い 。賞 賛 す る 「○ ○ さ ん(グ ル ー プ)え ら いな あ 」 ・励 ます

え も rOO君 と上 手 に作 った ね 」

る ・認 め る 「○ ○ 先 生、 教 え 方が 上 手 だ ね 」

児 「○ ○ さんに 教 え て も ら って よか った ね1

童 ・見 守 る

さ 自 ・促 す 「ま たや ってみ た いね 」 ・活 動 を 振 り返 る 場 を設 ける ・活 動 しや す い場 の 設定

せ分 ・共感 す る 「楽 しか った ね 」 ・お互 い の活 動 を 認め 合 う場 を 設け る ・材料 ・用 具の 準 備

ての ・気付 くよ うに す る ・発表 の 場 を設 け る
(継続的に)

い思 「他 に どん な こ と でき る か な1 ・気 付 くよ うに す る ・資料 ・情 報の 提 供

くい 「OO君 は 、 す ごか った ね 」 1作 った もの は、 ど う しよ うか 」 ・児童の作品の掲示

こや ・賞 賛 す る 「工 夫 したね 」 「頑 張 っ たね 」 「○ ○ 君 が 今度 は ～ して る よ」 ・環境 作 り

と願 ・認 め る 「こん な こ と もで き るん だ ね 」 ・継 続 した活 動 を 促 す ・保護者への活動の様子の

の い ・見守 る 「OOさ ん 、 ず っ と世 話 を して る ね 」 紹介
で を 「もっ と秋 を 見つ け よ うね 」

き発 ・情 報 を 提供 す る

る展 「牛 乳パ ック は リ サイ ク ル で き るよ 」

児 「十 五夜 は30日 で す 」

童 ・次 に したい こと を表 現 する場 を設 け る
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(2)授 業実 践

① 支援 準 備 表の 作成

単 元を通 して 育て た い児 童の 姿 と,(!!の 分 類表 に照 らし合わせ て,支 援 準 備 表を 作 る1,

例 は19ペ ーi(2① を参照 。

② 個 に対 す る支援 一覧表 の 作成

支援 準 備表 を もとに,児 童の 実態 ・単元で 育て た い こ と ・児童 の思 いや願 いを考 慮 し

た一 人一 人へ の 支援 一 覧表 を作 る。 例 は14ペ ー ジ(2)②,19ペ ー ジ(2)②を 参照 。

」ーグで

児童の実態 ・この単元で育てたいこと
T

児童 の思 い ・願 い

一一

支 援 計 画

A

自分の思 いを表現す るのが苦手。思 い

を引き出 し実現す ることで,自 信を も

たせたい。

大きい船をっ くり

たい。
i
l

不安 にな った時励 ます。大

きい船ができた らほめ る。

B

意欲的に取 り組む。友達 と協力 し合 う

場面で も,意 欲的に取 り組め るように

したい。

「みん な で楽 しい会 グル ー プの 中 で協 力 しな が

に した いな。1ら 活 動 して いる場 面 を認 め,

ほめ る17

⑧ 活動案の工夫

「作 ってみたい」「や ってみたい」「探 してみたい」とい った様 々な児童の思いや願 い

を もとに,一 人一人が思 いや願いの実現 に向けて活動が展開 されなければな らない。 そ

こで,活 動計画 ・展開案で は,児 童の意識の流れを大切に しなが ら活動内容を構成 し,

活動の流れを視覚的 にとらえ られるように工夫す る。 さらに,支 援一覧表を もとに,本 時

の展開の中に環境 と個 々の支援計画 を入れ る。例 は15ペ ー ジ6(4),21ペ ー ジ6(4)を 参照。

④ 授業記録の工夫

○ 観察者による工夫

・児童の活動や,目 指す児童像に迫 るための支援 と有効性を観察対象児にっいて記録

し観察者が表情や行動を読み取 って,支 援が有効であ ったか判断する。

児童の活動(学 習の流れを含めて) 思 い 意欲 協力 発展 教師の支援(全 体 ・個)
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・全体 の流 れの 中で 、 支援(全 体 ・個)と 児童 の変 容 を記録 す る。

活動の流れ 一 匿
灘 馨と匪コ

ド　　　　 コ　 　　　　　コヨ

n体1

-._-1

=コ ⇒

個人

i全 体

個人

　

。5

講　
催

⇒

[
____」

個人 個人

一人」斎鑑 緒議誘薦し慕 ろ藷骸 礁
いじ飛 弓化 た蹉 ガで多て・・髭.1随%{勧1宏 していた.

⇒

孚
供
の
活
動
〕

・陵房の肖考って舎作 ものな云広

り「彦して負ろ争(珍 蜘

・函鍾 や渉で網 く°h考一

・館 ち脇 し移`ト勉 易 側

していろ手

10●葵ち季な島昂緬1多しsろ子

・弄の巽な弘ぬがねで見ろ手

・カ4劉 琢曵めがねτ見ろ手

・rレ知 スケブケ幻 ろを

・図鑑 勝 τ見てv、うて乎

15

・1¥ヅ タを 弘 め ずね で見る子

〔活動の 禿画のめわてなもっ

流れ〕●

倉自の敦動玩イて落動纏 めろ

寂耀踏認諺雛藻
雰 蛎 勤 ゐ.批

毒講鰐搬麟聯
側 ツ

纏 楓 べfるを1シ.もワヒラ カな

渤 加 う国 肩.(外 へ更IZ行 く)
個蜘 巧gz釧 ら矛(2の祝ま

鷺職鵬磁聯殉

花の糸会な桶いた著に.fい4爲 べ

一角 喰樽琢 塞く銘 な指 莉 ゐ.

響τ鎚齢羅
わ胎 ・調彰4ヴト秘 】

(3)授 業の分析 と考察

一人一人に即 した支援の在 り方を明 らかにするために,個 に対す る支援計画を もとに し

た実際の支援活動 と児童の具体的 な変容を授業を通 して分析す るように した。 さらに児童

の変容 をある一時間の児童の様子(行 動,発 言,表 情,っ ぶや き,態 度,雰 囲気な ど)の

記録か らだけでな く,単 元を通 しての児童 の様子や作品,作 文,自 己評価,相 互評価か ら

長期的,多 角的にと らえ るよ うに した。

支援準備表や支援一覧表か ら実際に行った支援で,児 童の具体的な変容があった ものに

ついて支援分類表を見直すよ うに した。
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V実 践事例

第1学 年

L 「虫を さがそ う上という活動 の中で思 いや願いを実現す る支援の例

一 一 一

」

1単 元名

第1学 年1秋 と思 いっきり遊ぼ う1

2単 元 のね らい(本 単元 は学 習指導 要領1年 の 内容(3)、(4)、(5)で 設 定)

・ 自然の変化に関心を もって秋を見っけた り,公 園で遊んだ りし,木 の葉や実を使 って,

楽 しく遊んだ り作った りすることがで きるようにす る。

・ 友達 と共 に見っける,遊 ぶ,作 り出す等の活動を通 して,友 達のよさや自分の可能性 に

気付 くことがで きるよ うにす る。

3単 元 につ いて

児童の生活実態を見 ると,外遊 びよりコンピューターゲームを好み,児 童同士で夢中にな っ

て遊ぶ事が少な くなっている。 また,日 常生活の中で 自然 や四季を体感する経験に乏 しく遊

びを工夫す る楽 しさも味わえな くな って きている。そこで,一 一学期か ら自然を体感できる活

動を重視 して きた。児童 は,ア サガオの変化や友達が家族と採 って きたススキ ・ドングリや

朝夕聞 こえて くる虫の声等か ら秋の訪れを感 じて いる。そ うした中,虫 好 きな男の子 たちが,

帰宅後の遊びの中で偶然見っけた虫の国(近 くの空地)。 「みんなに教えてあげるか ら行こう

よ。」と呼びかけた 「秘密基地」探検を糸口に,活 動 を展開す ることに した。 そ うす ること

で自分の身の回 りの秋 見っけへ と思 いが広が り,夏 に行 った近 くの公園での遊 びの中で 見っ

けた生 き物や様 々な人 々に,「 また会えるかな?」 「また遊 びに行きたいな」という思 いを育

てることで,秋 見つけへの思いが深 まってい く。そ して,思 う存分秋を満喫 して遊ぶ ことで,

秋を利用 した遊 びや製作活動へ と思 いや願 いが高 まってい くものと考えた。

4研 究主 題 とのか かわ り

(D本 単元で育てたい児童の姿

本研究で目指す児童像をさ らに具体的な ものにす るために,本 単元で育てたい児童の姿

を設定 した。

① 虫探 しや植物 に関心を広げ,秋 見っけを楽 しみたいとい う思いが もて る児童
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② 木の葉や実などの自然を使 って,遊 んだ り作 った りして楽 しめる児童

③ 遊びや作 る活動の中で工夫を した り,自 然を生か した生活の楽 しみ方がで きる児童

④ 友達 のよさや 自分の可能性 に気付 くことができる児童

(2)本 研究で 目指す児童像 に迫 る手立て

① 支援準備表

○自分なりの思いや願
いのもてる児童

◎自分の思いや願いの

講 魏確欲的

d友 達の思いや願いも
大切にし助け合える
児童

※自分の思いや願いを
発展させていくこと
のできる児童

活
計動 児童の活動

児 童 に 対 す る 支 援 環境構成の支援

画 個 全 体 物 ・人 ・時 間 ・場 ・等

・採 って きた虫や

ゑ講齢 芸2
・担任やクラスの

みんなを秘密基地

醗 三嘉諮≦

○見付けてきた児童た
ちを賞賛する。

○見付けてきた児童の
思いをクラス全体へ
広げる。

・地理的な面や安全面

を確認 して決定する
事を告げる。

○朝の会でのニュース
を紹介する場を活用
する。
○採ってきた虫の家作
りをし植物は部屋に
飾る。

うと提案する。

・秘密基地で虫探

しをする。
○虫採り名人たちに道

○蚕麩鞭楚號
○虫採り名人たちに道

○魏繁難 號
・救急道具を持ち、行

茎齪籍 階
・情報交換をする

児童を賞賛する。
◎虫採り名人に教えて ◎鑛 言薯契趨 揉し

動するに指導する。
○虫採り網やかご等、

も ら う。 のポイントを説明 し 持っていきたいとい
て もらったり質問 コ う要望があれば認め
一ナーで疑問を明 ら

かにす る事で、虫の ◎無 鮫 換の場搬
ひ 住家など特性に気付 け る。

けるようにする。
み ・もう一度挑戦す ◎d虫 に触れない児童 ◎教えてもらったこと

る 。 や探せない児童には、 を基に再挑戦するよ
つ

難響 が瀦 に
うに促す。

き ※薯遊びを始めた児童
賞賛し、一緒に遊

※草遊びを始めた児童
をみんなに紹介し、

ち ぶ 。 草へも活動が広がる
ように促す。

で ※草遊びが出ないとき
は、担任がや ってみ

虫 せ植物にも目が行 く
ように促す。

を ・次事のめあてを

もつ。

※皇貧膿 票2礎 ※黒禰 鶉 罐
さ

が

そ

う

・学校や通学路や

公園で見付けた
秋を紹介する。

・友達の秋の他に

も秋を見付ける

を賞賛する。◎
見付けた秋の場所へ案内
し紹介してくれ

たことを賞賛する。

◎見付けた秋を賞賛す
る。

す。

○◎友達の秋の他にも秋
を見付けられるよ

○◎一年生なので、学

蓑
・通学路 ・公園を

見つけの場所にす
る。
・行き帰りや現地での

安全面に気をっける

・見付けた事を教

え合う。
◎見付けた秋を賞賛す
る。

うに促す。◎灘 搬 齢 ◎纏 妻撫 を設
け る。

けたりすることで、
身近かな所に秋がた
くさんあることに気付
けるよ うにす る。

※◇◇公園で見付けた
秋を紹介する児童を

※一学期に遊んだ公園
はどうなっているの

みんなに教え る。

縷 宕呈黎享警

馳
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② 本時の支援一覧表

児童名 先行経験 ・児童の実態 ・活動で育てたい姿 児童の思い ・願い 支援計画

A児 星暑暢鍵 泌艦馨羅髭鯨袈ち
ことで自信をっけ、どんどん挑戦する。

バ ッタとりがした

い。
見守り、励ましながら
、虫に触れるよう
に手伝う。

B児 野鋪呈携 鍮轡錘念莇魏警饗
に、植物にも目を向ける。

コオロギをいっぱ
いっかまえたい。
バッタも採りたい

友達への援助を促す

C児
どんぐりごま・はっぱの絵。おとなしく追従
方で、経験に乏 しい。虫をつかまえることで
自信をっけ、自分でっかまえる。

虫採り。 見守るが、虫に触れ
なければ手伝 う。

D児 繋惣7、鱒鵠離犠誘鞍欝竈
物とかかわ り友達に広める。

虫採り。秋のどん
ぐりや草やはっば
を見っけたい。

見守 る。植物を見っ
けたら賞賛する。

5活 動 言十画 秋と思いっきり遊ぼう (12田『1註1)

犠 超 鯖 ロギ→ 鐘耀1こ・いつぽいい→ 既 農 贈 ま二

(1)ひ み つ き ち で 、 虫 を さ が そ う 。

・虫探しをする。(1時 間)… … 本時

(3時 間)

家 の前にもバッタがいたよ。学校に来る時、ススキを見っけたよ。栗が落ち
てたよ。涼 しくなったよ。みんなで友達のお薦めを見に行きたいね。

・学校、通学路、近 くの公園で、見っけた秋を教えよう。 (2時 間)

○00公 園 は、夏 と同じかな。行ってみようよ。

(2)

・秋見つけをする。

○ ○ ○ 公 園 で 、 秋 を 見 っ け よ う 。一
ti ・見っけた秋を教え合う。

(4時 閣)

・みんなと遊ぶ。

ノ
木の葉や実を持 って`uっ て、何か作りたいな。作って遊んでみたいな。虫
も速れて帰りたいな。

(3)秋 の お く り も の を 使 っ て 、
遊 σiま●う よo

・木の葉や実で作ったり、遊んだりする。

作 ろ う よ 、
(5醍 テ1'当D

は り絵 こま
スタンプ 洋服
トン トンず もう

・作ったものを紹介する。

笛 やじろべえ
身に付ける飾り
楽器

もっと工夫してみよう。

・ダーツ けんだま

部屋の飾 り しおり

友達のもやってみたいな。

(4)発 展

家でもやっ
てみよう。

2年 生 と一緒に周年
のお祭りを しよう。
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6本 時の展開

q)小 単元名

第1次 「ひ みっ きちで,虫 を さが そ う。」(1/12時)

・虫 さが しをする(1/3時)

(2>本 時 のね らい

友達 と仲よ く虫を見っけることがで きる。

(3)評 価規 準

関心 ・意 欲 ・態度 … …虫 さが しを楽 しくや って い る。

思考 ・表現 友達 に教 えて も らった こと な どを ヒン トに して,虫 さが しを して

い る。

気付き 虫が どんな場所 にいるのか気付 く。

(4>本 時の活動計画

○ 自分な りの思いや

願いの もて る児童
◎ 自分の思いや願いの

実現 に向けて意欲的
に活動する児童

d友 達の思 いや願い

も大切 に し助 け合
え る児童

※自分の思 いや願い

を発展 さぜてい く
ことので きる児童

児童の

活型

0

今

日
の
め

あ

て
を
も

つ

②

虫

さ
が

し

に
挑
戦

す

る

③

虫

と

り
名

人

の
話

を
聞

く

児 童 の 思 い1願 い

虫 はど こに
いるのか な。

どん な虫が

いるのか な。

た くさんみっ け 何匹 っか まえ

られ るか な。 られ るかな。

コオロギを バ ッタを

さがす よ。 っ かまえ たいな。

どこかな。

ワ ー い た

い た 。

っ か まえ たよ。

いるのかな。

にげ られ

ちゃった よ。

い いなあ。

みっかん ないよ。

コオ ロギ はね、

石 をどかす と

い るよ。

石 の ところを

さが せば
いいん だ。

バ ッタはね。

草の ところだ よ。

にげ るか ら、

こ うや って

っか まえ るん だよ。

教 師 の 支 援 ・ 等

○墓地で何をしたいのか確認し励ますこ

とで、虫さがしへの意欲が持てるよう
にする。

・交通安 全 に気をっ るよ う指導す る。

・救急道 具 とセ ロテ ープを持 ってい く
。

○ 自山 に虫探 しに挑 戦で き るよ うに、活

動 を見j:る 。

○同じ場所に岡まらず、いろいろな場所
で捜すように促す。

・安全 に気を 付け るよ うに指 導す る。

◎虫を見っけた児童やっかまえた児童を

賞賛する。

・けがを した際 、手 当て を して安心 感が

もて るよ うにす る。

◎ 虫 と りY人 の説 明を聞 くことで、虫の

習性 をっ かみ、み っ けるポ イ ン トに気

付 くよ うにす る。

◎'il問 コ ーナ ーを設 け、 虫 とりの こつ 等

の情 報交換 の場 を もっQ

◎1}挑 戦 に意 欲が もて るよ うに、 自分が

困 った ことを質問 で きるよ うにす る1,
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④

も

,つ

度
虫

さ
が
し

に
挑
戦
す
る

⑤

見

つ
け

た

こ
と

で
き

た

こ
と

を

発
表

す

る

ようし、○○ ちゃん

の言ったところを

さがそ うっと。

ほん とだ。

みつけたよ。

あれ、

くっっ き虫 だ。

こんどは ◎ 一人で不安な児竜には、名人の助けが

さがせ るかな。d得 られるよ うに、名人に依頼す る。

ワーイ

っ か まえ たよ。

◎なかなか捜せないII!pEま、上 手な児帝に
d教 えて もらいなが ら探すよ うに促す。

◎虫に触れない時は、担任が手をかす。

※草遊びを始めた児章がいた ら、全体へ

紹介 し、や りたい児童には遊びを続け

るよ う促す。

ね こじゃらしで ※草にIiが いかないときは、担任が遊 び

ひげつ くっちゃった。 方を教える。

OOで ○○を

みっけま した。

OOを びき
っか まえたよ。

っかまえよ うとしたら、

ピョンピョンにげて

わかんな くな っちゃった。

くっっ き虫遊び
がで きた。

虫に

さわれたよ。

もっと
やりたいなあ。

○虫 さが しに自信がっ くよう賞慢す る。

○虫だけでな く、草遊び も楽 しか ったこ

とを紹介す る。

○学校や通学路、そ して近 くの公園で、
※秋の虫や植物を見っけた ことのある

児章の発表によ り、身の回 りへ と視点
が広がるよ うに促す。

※臼分の身近な場所に も秋を見つ けにい

きたいという意欲をわかせ、次時へっ
な ぐ。

わ く わ く カ ー ド (C児 の例)

情 報交 換 の場

T。 どうしてっかまえ られなか ったの?

じ1.ど こにいるかわか らない。

C2.小 さくてす ぐにげち ゃうか ら。

T.虫 博士に聞いてみよ うか。

どんな ところにいるの?

C3.ハ ーイ。

C4.バ ッタは、草 ボーボーの ところか

葉 っぱの裏にいるよ。

C5.コ オ ロギは、土のところで、石の下 とか、

暗い ところだよ。
T.そ うい う所を探せば、す ぐみっかるのね。

C6.で もね、バ ッタは葉 っぱとか色が似てるか ら、

よ く見な きゃだめだよ。 コオロギは茶色だよ。

T.よ く見ない と分からないん だ。すごいね。

他に も教えてもらいたいことがあ りますか?

　w"
,・"

写二λ,

=
鼠
胎幽

(晴天時)

蝉 磯、
「'ユλ
,
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7実 践 を振 り返 っ て

ill思 いや願 いの把 握

まず,先 行経 験 の ア ンケ ー ト調 査を した,,次 に,秘 密 基地 に,..il'く事 にな ったの で,そ こ

で 何 を した いか聞 き取 り調 査 を した,,本 単 元の活動 に 入 って か らは1わ くわ くカー ド」に

体 験 した ことや次 へ の思 いや願 いを記 入させ る ことに よ って,次 への 意 欲や 目的 意識 を も

たせ る こ とが で きた。 また,教 師 に と って も児童 の実 態 を把 握 し,次 へ の環境 の 構成 や 個

人 に対 す る 支援 を明確 に す る ことがで きた,、

(例)A児 の思 いや願 いの 変化

鐘1⊥[1{-1驚 劉一墜 岡
(2)一 人 ・人に即 した支援

① 観察 対象児の分析

B児 の場合…道案内や虫採 り名人 として情報交換の場に登場することで,意 欲的に活

動 し友達への援助 も積極的に行 った、,

② 環境の構成 と全体への支援の分析

・ 児童が発見 した環境の活用

虫好 きな男の子たちが,帰 宅後の遊びの中で偶然 に見付けた秘密基地、その話を朝

の会で聞 き,皆 で行 こうとい うことにな った。先頭 に立 って案内する児童たちは意気

揚 々,案 内される児童たちは期待に満ち溢れて いた。

・ 情報交換の場の設定

虫を探せない児童のために,虫 採 り名人を活躍 させ る場を設けて質問に答えた り,

自分の経験による説明を付け加えたり したことで,虫 探 しに再挑戦する視点が明確に

な り,虫 を探す姿や目の高 さが低 くな った 、それによって,全 員が虫をっかまえるこ

とがで きた,、

(3)今 後の課題

・ 一人一人をよ く理解 し,活 動計画を吟味 し,思 いや願 いの変容を見取 りなが ら活動が

高ま った り深 まった りするような声かけや助言をすることが,支 援す るLで 大切である0

・ 環境の構成をいかに支援するかによって活動の質に差が生 じるので
,1一 分に配慮する。

・ 天候に左右 され る単元の環境の設定について は,取 り扱 う時期や児童の思いや願いを

実現で きる状況 になっているかなと,難 しさが残 った.,
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LI墜 竺 堅を調べたい'という多堕 砲 竺 塾 哩 墾 現竺る支饗哩i

1単 元名

第2学 年1宝 物 いっぱいの秋i

2単 元のね らい

秋を体感す る活動を通 して,季 節の変化や地域の生活に関心を もち,自 分なりに気付いた

ことを追究 し,自 分たちの生活を工夫 した り楽 しくしたりす ることができるようにす る、,

3単 元 につ い て

生活の変化に伴 って,児 童は季節を敏感 に反応する機会を失いっっあ る。 しか し,諸 感覚

を使 って周りを見ると,季 節を感 じる物はた くさん存在す る。特に 「秋」は,児 童に とって

興味がわ きやすい季節 といえよ う。児童は,1年 生の時の秋を体感す る活動か ら,様 々な こ

とに気付いた り,で きるようになったことが増え,満 足感 も味わ って いる。

しか し,体 験の中か ら斬たに 一と うしてだろう、「どうな って いるのだろ う」 という課題

が生 まれてきた。そこで,2年 生の秋 とかかわる活動では,自 分な りの課題を追究 してい く

活動 を取 り入れた、、新 しいことを知 った り,自 分なりの課題が分か った りす る喜びを経験す

ることによって,さ らに自然の 見方も深 まり,自 然 と積極的にかかわ ってい く実践的な態度

が育 ってい くもの と考えたOこ の活動を通 して,自 然や暮らし方の変化を感 じ取れる感性の

豊か な児童を育てたいと考え,本 単元を設定 した。

なお,こ の単元の内容は,学 習指導要領の第2学 年の内容(3)〔季節や行事」を もとに設定

して いる,ま た,内 容(5)1動 植物の飼育 ・栽培 〕とも関連 している。

4研 究主題とのかかわ り

ll)本 単元で育てたい児童の姿

本研究で目指す児童像をさらに具体的な ものにす るた めに,単 元のね らいと関連 させて

本単元で育てたい児童の姿を設定 した。

① 身近な環境 に興味を もち,季 節の変化を感 じとれ る児童

② 植物を大切に育 て,成 長や収穫を楽 しみにで きる児童

③ 自分なりに課題 に取 り組 み,見 いだ した ことをいろいろな方法で表現で きる児童
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④ 季節のよさや地域のよさに気付 ける児童

⑤ 自分な りに季節に積極的にかかわれる児童

(2)本 研究の目指す児童像に迫 る手一立て

① 支援準備表

児 目
童}旨

児重 に対 す る支 擾 環 境 の 構 成

1像す 〔イ固 〕 〔全 体 〕 物 ・人 ・時間 ・場など
國

自 ・日常の生活や1年 生の経験を思い出すよう ・児重 と一→ 者に秋探 しをする。 ・校庭探検 をする。

願 分 促す。 ・1年 生にや ったことを想起させ る。 (身近な環境から教材化)
し 、な ・願 いが明確になるように,質 問する。 (カー ドを見 る,写 真を見 る,思 い出す) ・自分が 育てたものを科理する。

の り ・思いや願 いを表現させ
,深 めてい く。 (魅力ある教材)

も の ・活動に向けての見亜 しを立 てさせ る。 (カー ド,発 表 話 し合い,体 験する) ・自分で球根 を買 う。
て思 ・思いや願いを引 き出す声かけをする。
る し 、 ・活動前に児童が抱 く問題点に対 して,相 談 ・安全面や礼儀等約束ごとの指導をする。 ・活動のヒン トになる資料を用意 する。
児や にの る 。 ・保護者か ら助言 してもらう。一里

。活動の意欲をもつような環境を選5㌔

実 ・や り方の分か らない児重には,教 え る。 ・めあてを明碗 にし,活 動の見通 しをもたせ ・秋を体感しやすい安全で広い場で活動

現 手 をそえる。話を聞 く。 る。 す る 。 ～ セントラ師 → ～

1こ ・自信のない子にぽ 共に活動する。 ・児童の思いや願いを受けとめ,さ らに具体 ・名札を利用する。(自 分のOO)
1句 ・活動に興味を示さない子には,め あてや計 的な活動へと発展するよう促す。 ・児童の願いが高まった時に活勤を進め

∫舌1ナ 画 を思い出させる。 ・諸感覚を使 って,活 動の楽 しさを味わわせ る。 「～したい」という声を待 つ。

動 て ・達成感を持 った子 には,共 感する。 る。 ・児童の必要とする材料や用具を準備し

す 意 ・自分な りに努力 している子 に1よ 認める
。 ・個々の気付きを広げ,活 動への意欲を高め ておく。(普 段の教育活動でどこに何

る欲 賞賛する。 る。 があるのかを知らせ,活 用できるよう
児 白勺 ・積極的に活動 している子には,見 守 る。 ・活動 を記録 するカー ドを用意 してお く。 にしておく。)

童`こ うなず く。微笑む。 ・ね らいに応 じたグループに分ける。

切友 ・友達 の活動に関心をもたせ る。 ・児重の活動 を紹介する。 ・児童の作品を掲示 し,紹 介する。
1こ達 ・友連の味わった喜びゃ発見を共感できるよ

し の う促 す。 ・兜 童相互 で情 報を交換 させる。 ・協力 しあう場 を設ける。
助,思 ・友達の よさに気付 くよう促す

。
`ナ し 、 ・友達が努力している様子を,教 師が賞費す ・一人一人の努力 している姿 を認め,全 体に ・違いを認める温かい学級の雰囲気を作

合 や る 。 も知 らせる、 る。
え願 ・協力 して活動 している児童には,麗 める。
る し 、

児 も ・助け合 っている姿を見守 る。うなず く、,
s大 微笑む。

発 自 ・児童の発想 を認める。 ・発展につながるめあてや訓画の変更を認め ・情報を提供する資料を準備する
。

展分 る。

さ の ・できた こと,分 か ったことを賞賛 し,次 の ・活動を振 リ返 らせる場を設ける. ・保護者にも活動状況や活動結果を報告

せ.患 、 活動への意欲を持たせる ・活動のまとめを発表する場を設ける。 し,家庭生活でも活動が生きていくよ
て し 、 う配 慮する。
し、や ・活動が発展している児童に1虞 活動を見守 ・情輻を提供する.
`ナ願 る。 ・活勤が広がったりや深まったりするよ

る も 、 ・次に したいことを表現 させる
u うな道具 ・材科を準備 してお く。

り己を
一里 ・B常 の生活で生かす工夫をする

。 1
② 支援一覧表

旧ル

幽里
一

児 ー の実 態 と宵 て た い姿 児 ー の 思 い や 馴 い 支 ヨ畏8十 画

今までの
活動状況

自

然
の

関
心

第2次〔秋見つけ探検〕の活動において

育てたい児童の姿
やりたいこと 実現するだめの報

第2次〔槻 りけ探験〕の

活勤においての支援緬思
い
写
欲
協
力
発
展

A △ △ 0 △ 0 思いや願いを明確にもち,自 分の考えで行動する 球橿で育つ花aべ 花 量 でイ ンタez-,買 う、 観察,図 蹴 励ます,椙 談にのる.幼 重する

B 0 △ 0 0 0 感性畳かな衰現力を生かして活動への窟欲をもち,

季節への閲心の幅を広げる

秋の花探し 探す,観 察する,名 前を煽ぺる 活動が深まるよう促す。貧賛する

C D 0 △ 0 0 虫博士のカを発揮し,友 遷と協力しあって,褒 現力をつける 虫 〔バ ッタ⊃ 探す,飼 い方を脚聰ぺる,図 蹴を見る 見守る,共 感する,話 を聞(

D ◎ ◎ ◎ 0 ◎ 忌いや願いを翼現する手立て考え,さ らに奨農 させる 渡っぱの色の変化 qべ る木を決めて,毎 日奴震する 見守る,気 付きを深めるE葉 かけ
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5活 動計 画 〔全18時 間〕

別紙3〔 活動計画〕

0

活

動

の

き
つ 翁

か

け

(前単元との連続〕
学校 の子供祭 りであ

る 「す ぎな祭 り」 に こ

のク ラスの子 は,「 自

然 工作 シaッ プ」 とい

うお店 を出 した。 ドン

グ リの お もち ゃ,木 の

実 のバ ッチ,ス スキの

人形,ま とあてな どの

材 料集 めで,あ ちこ ち

を探検 して秋 の 自然 物

を集め て きた。

[
響

に
検
後

,
で
オ
言
擾

い

ー

が
中
探

課
け
会

コ
と

,
て

・り

声

の
道
放

か

の
「

」
が

い

か

の
子

い

,
出
朝

。
た
た
鳴

活

虫

男
な

し

で
を
る
え
き

で

生

'
。
ら
成

ま
物

い
ま

て
声

の

は
る
知
結

く

た
て
捕

つ
い

凸
吊

に
た
「

を
遠

け
し
を
持
良

口
]
夜

わ

,
」
し

つ
表

ギ

て
中

。

ー

き
は
隊

少

見
発

ロ

つ
業

た

(1牲 の時の

活動の振リ返リ〕
1年 生の時は,秋 を

体感する活動を校り,

時問を掛けて行ってき
た。そのため,児 ■に
とっては印象深く残っ
ているので,こ の季節
の活動を促したときは

やってみたいことがす
ぐに思いつくことがで
きた。

1
・
秋
を
体
感
す
る
活
動

(
第
1
次

・
秋
と
仲
良
し
》
10
時
間

畑 の芋 堀 り
が,も うで

き るよ。

＼

自分たちで
育てた芋は
どうかな。

一
芋

し

。

…
た

理

な

一

つ
料

い

摩 騨 鰯 酬 厚
i

目てたお芋を料理しよう
(5時 間)

・畑の芋堀りをしよう
・育てた芋を掘ろう
・育てたお芋を

料理しよう

評価①

z

秋の公園で遊ぽう
(2時 間)

セ ン トラル パ ークで

遊 ぽ う

評価②

3

大根や球根を育てよう
(3時 間)

・大根の種まきをしよう
・自分の球根を育てよう

評価③

翻
//_.'/-

評価(1)〔関 ・意 ・態〕
・友 達 と協 力 しなが ら,進 んで芋

堀 りや料 理 を作 ろうとす る。

評価 ② 〔関 ・意 ・態〕
・公 園 で,秋 を見つ けた り,思 い
っき り遊 んだ りしよ うとす る。

評価 ③ 〔関 ・意 ・態 〕
・植 物 を大切 に育 てよ うとす る

。

↓劃 細
2

・
思

い

や

(
第
2
次

・
秋
を も願
見 つい
つ 活を
`ナ動
よ

4

秋を見つけよう
(1時 間)

・校庭 で秋 探 しを

しよう
・家 の人 にイ ンタ ビュー

陛 匡姻

評価④

矧 陵廷ll
3.実 現に向けて

考える活動

思いや願いの変容 ・深まり

4

・
思

い
や
願

い
を

実
現
す

る
活
動

3

8
時
間

あそこに行った
ら見つかるかな

秋見つけ探検隊を作ろう
(1時 間)

・額 ぺ たい ことを決 め る

・グ ループ ごとに計 画 を

立 てよ う

評価⑤

評価④ 〔気付き〕
・身近な環境の中から,季 節の変
化に気付いている。

評価⑤ 〔思 ・衰〕
・自分の調べたいことを明確にし

自分なりに追求する方法を考え
ることができる。

階睡]隣 司[鋼
、6

秋見つけ探検隊出発(4時 間)
一 探検グループ ー一

〇木の実O病 気O温 度
O葉 っばOド ングリOお もちゃ
O虫0花O球 根 ○食べ物

・楳検 す る

・捕 まえ る

・採集 す る

・よ く見 る

・本 で調 べる

・人 に聞 く

・や って みる

・計 る

・作 る

評価⑥ 評価⑦

5

表思実

現い現
すやで
る願き

活いた
動を

f-一 一 一 …・矧

評価⑥ 〔関 ・窟 ・態〕
・(友 遅 と協力 しなが ら)意 欲 的

に學 しようとしている・

(繭ぺる・作る・聞く・見る等の
活動も含めて)

評価⑦ 〔気付き〕
・探検をして,新 しいことや疑問
を解決し,季 節や地域のよさに

気付いている。

匝 証 読 知・た6`ta:o
r-一 一一 一 一一 一

納

お知らせしよう(2時 間):箋 裏茎薯肇黛奪しよう8嚢 物8妻演等

評価⑧

秤 価⑧ 〔思 ・表〕
・自分 が分 か った(で きた こと)

を,友 達 に分 か りや す く知 らせ

るよ う,工 夫 しなが ら表現 する

ことが でき る。
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6本 時の展開

(D小 単元名 第2次1秋 を 見っ け よ う」 〔13/18時 〕

・不火見っ け書朶杉ミ防ヒ出 発!(1/4q寺)

(2)本 時 の 目標

①(友 達 と協 力 しなが ら)意 欲的に,自 分な りの問題に取 り組 もうと している。

② 自分で工夫 した り考えた りしなが ら活動 し,新 しい ことに気付 こうと している.

(3)本 時の展開予定 と全体への支援計画

展
開

]

」噸隔て
一
あめの時本

一一 　 .

個
＼
〆 計

進

1グ ループノの活動

計画書を もとに、活動を

進め る。

本時の活動 の振 り返`

次 時への 見通 し

i
一

ii
支1・ 教室環境1,_、

援L∴ 資料璽準 蹟 」づ 、・安全で活動 で きる場の確保 ・活動の意欲付け ・見守 る }→ ・賞賛 ・紹介1

燭 環境 と本時の グループ(個)へ の支援計画

棚(道 具 ・ 材料) 黒

教卓
lii酬 ・-t-(図 書室の本罎

板
崇児童が必要と思う物は,

要求されたら出すようにする。

α郵前に予想して準備しておく)

圃

1道 具 ・材 料 置 き 場

ii穴開道具 虫眼鏡 画用紙 サインペン

秋の花調べ

礁 壌
のことに気付け

るように促す。

戯友達と関わって意欲的活動するように促す。

調べたことか
ら何が分かる

のかを考える

よう助言する。

(個)

A自 分のやるこ

とを判断して活

虫のすみか (全体)一 一

自分たちで見
つけたことを

どのように表

現していくの
かを考えるよ

う促す。

(個)

一(全体)一

意欲的に活

動している
ので,活 動

を見守る。

・意欲的に活動す

るよう励ます。

(全体)一
道具の安全な
使い方を考え
るよう促し,
できた物を認
め,賞賛する。
制作活動
から気付

ことを尋ね,そ れカ

まるような手立を助言

する。

屠
開

虫編 野灘

愚
鷹

(

個

虫

り

つ

で
し

め

麟 灘 欝ゑ

(全体)一

見つけたもの
から何が分か

るのかを考え

るよう促す。

めあてにそっ

た活動ができ

るよう見守る。

・自分のや

ることを判

(全体)一 一

見つけたもの

から何が分か

るのかを考え

るよう促す。

共に行勤し,

気付きを深め

る活動に発展
させる。

木の実探し

り助言 したりする。

野

曝騨 ・
國㎎

(恒D-一 一

いや願いを明確に

ち,意 欲的に活動

ているので,見 守

る。賞賛する。共感

する。

木の葉の変化

D

團

(全 体)一 一一一一

糠畿
していったら

よいのかを考

(個)

活動への意欲は

あるので,表 現

方法の工夫を助

言する。

えるように促す。さらに,

他の植物の変化にも関心を

一 一 一 一 一る ・

團

口季目季

(全体)

儀力して楽し

く活動してい

るので,さ ら

に,活 動の中か

ら気付いたこと

が深まり発展す

るよう促す。

灘 腓 襯 幕」仕繍 サツマ.モのつると翔 磯 ㈱ 」響 綴 響 憲
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(5)活 動 の 実際
いね び 　 グゴひ　EiLirl秋 さがしたんけんたい 計かく書 ミ
ーN--/f-!---!---MM!!-!!-M----N

賊i乞 「1ミ1,＼ ～… 還

ロ や っ て み た い ニ と ロは な ん で 　　 n・_る ど ん なニる ロう ロニ 　 つ て み た もへで ア カ ミロ しニ　ぬ ト

は。は初 力,_蔓6娘 お人形 を①ガれ ば マ フめ叡 邑か・あの
フ2

.も 、,し`犀 こPる 人oて し、た ら 旧「s雲 し ょ うo

くδ失きな 力球 うし望ζ歴 誇。
3鯛 いようしに は。1ぎも矯 勿 私,

9そ してフ1ナ」,

∂(そ0前 に し今へ』たワさ わ,て 許

一
ゴ

z
J

,n8r_し 、場 肝

NLン ドニラルペ ー フ ー プでワしプ=い 戸し乳) cマ

=う 沁 ノL

L
るコ ひ つ よ う な も ロコ

之んぴ ス下 し …、抗 も㌔ ラ,

ガん之フ した1)η'謝 ヒ尼 。夫ミ

i

{℃ 久勧'奢 脚 て・す

iま。は・の軟 痴=∠ 格 ω 質

蹴1ヒZ量 コノkソ ÷ ノ フ ・で へ 、乙ラG
、〈7う

材料不足の 「木の実の人形グループ」への支援

(グループの活動が進んでいない。)

T・ このグループは何をするの。 質問

C1・ 木の実で人形を作りたいけど,

木の実が集まらなかったの。

T・ 今日は,ど うするのかな。 めあての確認

Cl

T・ どこに行ったら,木 の実はあるの。 …一気付かせる

C1・2・ 公園。学校の体育館の裏。

C3・ 空き教室の ドングリ入れの中。

T・ 今日は,そ れを使ってみたらどうかな。 ・・材料の提供

C2・ はい。穴あけの道具とマットも貸してください。

(グループで教え合いながら,活 動)

C2・ 先生.]マ ができました。

C3・ やじろべえが難しいよ。

T・OO君 が名人だから,こ つを聞いてみたらどうかな。

(OO君 に,勲 る。)・ 凝 肚 鰍 え合い
C3・ やじろべえができたよ。

T・ すごいね。上手にできてよかったね。 賞賛

先生にも,や らせてくれますか。『一 ・共に活動する
C3(ニ コニ]と 満足な袈情)

キ リをくるくる使

ドングリに穴を開1

ところをがんばっt

〔児童の感想〕

すごくむずかしかった

けど,や じろべえが立

ってうれしかった。

協力を促した 「木の葉調べグループ」への支援

(個々に見つけた木の葉を持ち,虫 眼鏡を使って

丁 ・た くさん葉 っぱが あ るね 。.一 認 める

C4・ きの う,00公 園 へ行 って拾 って きたん だ。

T・ へ え,そ れ で色 々な 葉 っばが あ るのか 。

T・ そ れ は,よ くわ か ります ね。

C1君 は,い いこ とを書 い てき たね。

C4・ 公園のどこで見つけたのか,地 図も書いてきたよ。
・賞賛する

(このグループは,ど こでどんな葉っぱを見つけた
のかを姻 にまとめたいという思いか《ある。)

T・ ほかの人の見つけた葉っぱはどうするのかな。

C5・ 僕は,紙 に貼ってきたけど。

C6・ ぼくの葉っぱも貼れる紙があるといいね。

T・ いいものがあるよ。

(用意しておいた模造紙大の地図を提供する。)
C了 ・みんなで,持 ってきた葉っぱを貼ろうよ。

C6・ どうやって地図を見るのかを調べようよ。

(町探検の活動で作った地図を参考にしながら,

自分が考えていた

ものよりも,大 き
い地図ができて,

うれしかった。

必要とするものを提供する

このつづきを

早くやりたい

な。

友達となかよ

くできて,う

れしかった。

意欲的に活動している 「木の葉の絵グループ」への支援

(グループで材料を用意し,楽 しそうに活動している。)

C8・ 私は,C9ち ゃんと遊んでいる絵にするよ。

C9・ 私は,お 家や木もある絵にするよ。

T・ 葉っばの色がいろいろあって,き れいね。 … 認める

C8・ 先生,C9ち ゃんは,お 家でも作ってきたよ。

C9・ きのう,自 分で作ってみました。

(手提げから,数 枚作った絵を見せてくれる。)
T・ とってもすてきですね。 賞賛する

(2人 とも,う れしそうな表情)
T・ 今日も,す てきな絵ができるといいですね。 一励ます

(その後,仲 良く自分たちで考えながら活動を進める。)

見守る

糠劇騰 隊
葉

て

の

つ

。

他

使

な

と

も

い

つ
ま

こ

一

自

己

評

価

表
u

の じニひのう}胸
甥 属 秋 さが した んけ んn-r

Otlb

…E5笥1月 妊日{木}itI罷

一 一一◎ ㊥ ①

i.COL(T[[LrfiuipO1001-

3.こ んビロ 「 愚L亀 巳、胃 ■㌧

刀マキリに7い て 看っと本で'いろいう レづべ

てみたいで可

`.● 」5.MMf・Gこ ご■甑 てR

5.●よ瓢 うAしair.二eae,r6etてR
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7実 践 を振 り返 って

(1)思 いや願いの把握

・ 児童の 日常生活か ら,児 童が どん な活動を求あているのかを予測 した、,

・ 秋を体感す る活動を行い,活動中の児童の様子を記録 した。(興味 ・関心 ・気付きなど)

・ どんなことに秋を感 じるのかア ンケー ト調査を行 い,児 童がや ってみたい ことを記入

したカー ドか ら,一 人一人の思 いや願いが明確になった。

・ グループや個人で作成 した計画書か ら,教 師 は,具 体的な活動の見通 しを把握 し,支

援計画を立てることができた。

・ 児童が記入 した 自己評価表を参考 に,活 動 中にも思いや願い ・活動状況を把握 した。

(2>一 人一人に即 した支援

① 観察対象児の分析

児置 思 い ・願 い 活勘状況 実際の支援 児zの 変容と有効性

A

球根で育つ
花調べ

・自分のやることがは っき

りせず,図 鑑を見 たり,絵

を写 した りしている。

・めあてについて質問 し,や りたいことを明確 にす る。
・グル ープの中で話 し合 って進 めるよう,助Bす る。

・掲示 してあるカー ドを参考にするよう,活 勘を促す。

・友遅 と一緒に活勘 したので,や るこ

とが明確 にな ったが,自 分から考 えて

行勘 するところまではいかなか った。

B 秋の花探 し

・黙々と花の絵を描いて い

る。絵 だけで他のことは,

記入 していない。

・友遷 と関わることで,具 体的な活動 を促す。

rOち ゃん と,学 校 に咲いている花を見つけてきたら」
・気付いた ことや衷現 した ことを認め,賞 賛する。

・具体物 を見て,本 で葉 の特徽から名

前を調 べ,カ ー ドr_tz入。賞賛された

ことで,活 動に対 して慧欲 をも った。

C

虫

〔バ ッ タ〕

・あま リ友遅 とかかわらず

一人で虫を見ているピ

・グループへ,慧 欲を高め る言葉をかける。

・自分の知 っていることを教え るよ うに促 し,友 遷との

かかわ りをもたせる。 「虫の雄,雌 がわか るんだよね」

・C児 の発言は増えたが,グ ループか

らはあま リ認め られなかった。教室内

の活勘だ ったので,本 領が発揮 しきれ

なか ったように思える.

0

奨 っばの

色の変化

・自分で考えて活動 してい

るが,次 回の活勤 の見通 し

が立 っていない。

・自分でや りとげたことをおおいに認め,賞 賛する。

・必要な材料 を提供する。

・思 いを実現するよ うな表現方法について,劫 言する。

・さらに,ど のように褒現 してい った

らよいのかを友遅 と話 し合 っていた◎

② 環境の構成 と全体への支援の分析

・ 情報提供や雰囲気作 りとい う点で,教 室の掲示物の工夫はよか った。

・ 用意 した材料や道具は児童 自身が選択 して使えるよう,さ らに環境の整備を工夫 し

たい。

・ 授業始 あの全体への教師の発言や声かけは,児 童 に活動の意欲を高めた。

(3)今 後の課題

・ 活動の導 入の段階で,児 童が自分の思いや願 いを実現す るための具体的な方法をつか

むために,促 す支援が 多かったが,見 守 り,気 付かせ るよ うな支援 も重要であ る。

・ 活動場所 や内容が広範囲になるため,安 全で質の高 い活動 にす るためには,授 業中の

支援だけでな く,日 頃か ら学習ルールを身に付けてお くこと も広 い意味での教師の支援

にな る。
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VI研 究の成果と今後の課題

1研 究 を通 して明 らか にな った こと

(1)思 いや願 いの把握

ア 各単元に入る前 に実態を調べ,一 人一一一人の思いや願いを把握するとともに,児 童の思

いや願 いを生か した活動計画を立てた,,そ の結果,児 童が思 いや願 いの実現に向けて意

欲的に活動す るよ うになり,教 師 も見通 しを もって支援することが可能 になった。

イ 単元全体を通 して継続的に児童の思 いや願 い,活 動の様子を把握 してい った ことによ

り児童理解が深 まった。 さらに,児 童の思いや願 いは活動の途中で も変容 してい くこと

がわか り,そ の変容 に合わせて支援 してい くことがで きた。

(2)支 援の在 り方

ア 支援 というと教師の直接的な 「個への支援Jと 考え られがちであ ったが,そ れ と同 じ

よ うに,「 全体への支援」 も有効であることがわか った、,全体への働 きか けを,児 童自

らが 自分の思 いや願 いとかかわ らせて判断 したり,選 択 した りするようにな り,児 童が

自ら進んで実現へ向けて活動で きるよ うにな った。

イ 「環境の構成 」はともすると児童の安全面への配慮を中心に考え られていた。本研究

ではそれに加え,情 報の提供や雰囲気作 りなど,児 童の思いや願 いを生み出 しやすい環

境を構成することや,活 動が継続 ・発展 してい くように環境を再構成 していくことを も

重視 している。 この ことは,児 童の意欲的 ・発展的な活動を促すLで 効果があることが

才)カ・ったo

ウ 支援分類表を活用す ることによって,興 体的 な活動場面で,ど のような傾向の児童に,

個 ・全体 ・環境か らどのような支援を していけばよいかの観点が明 らかにな り,支 援計

画がよ り綿密 に立て られるよ うになった。

工 教師の支援の在 り方で最 も大切な ことは,児 童に対す る共感的な愛情を もった姿勢で

ある。助言や声かけによる支援は,こ の共感的な愛情 をもった姿勢がなければ,児 童に

訴えかけるものが弱 まって しまう。反対に,共 感的な愛情 を もった ものであれば,行 動

による支援や表情 による支援で も児童 に影響を及ぼす。

2今 後 の課 題

○ 今回の研究で扱えなか った単元や活動にっいて も実践を重ねて支援分類表を充実 させ,

さ らに多 くの単元や活動で活用で きるよう研究を進めてい く必要がある。

○ 児童の実態 ・学校や地域の環境を把握 した上で,児 童の思いや願いを生み出 しやす い教

材を開発す ることが必要であ る。
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